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大阪大学のオンライン授業の実施状況
• 春夏学期の授業はメディア授業（オンライン授業）として実施
• 秋冬学期の授業はメディア授業と対面授業を併用

– 対面授業は十分な感染対策（感染予防のための講義室定員数※の遵
守・マスク着用等）を講じた上で実施可能
※ 横方向に席を一つ空けた状態で収容定員の2/3以下の参加で実施

– メディア授業は、対面授業と併用して積極的に活用
• 双方向同期型講義には、Blackboard Collaborate Ultra, Microsoft Teams, 

ZoomをLMSとLTIで接続して利用可能
• 講義映像の配信にはLMSからのプログレッシブダウンロードでの配信に加

えて、Echo360およびYoutubeの利用が可能
• ハイブリッド授業のため,教室からのLive Streamingを可能とし

た.(Echo360とYoutube Liveの利用が可能-必要なポート開放を実施） 2



授業支援システム全体図

授業支援システム
CLE

ECHO360 講義映像収録配信

Zoom 双方向リアルタイ
ム授業

Teams 双方向リアルタイ
ム授業

Blackboard 
Collaborate Ultra

双方向リアルタイ
ム授業

EdStem オンラインプログラ
ミング演習環境

学務情報システム
KOAN
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履修情
報連携

Youtubeなど 講義映像収録配信



学生のLMSヘのログイン人数
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• 秋冬学期も2019年度と比べ、約1.5倍のログイン数
• 春学期より若干ログイン数は減少（理系最終学年の影響）

春夏学期 秋冬学期



教員のLMSヘのログイン人数
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• 教員のログイン数はあまり変動がない

オンラインでのFD研修を
CLE上で実施しているため
2019年度以前も秋冬学期の方が
ログイン数が多い

春夏学期 秋冬学期



LMSのセッション数の推移
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• 春夏学期と比較し、秋冬学期は6割程度のセッション数に
春夏学期 秋冬学期



事例紹介 情報探索入門

• 全学共通教育科目の基盤教養科目
– サイバーメディアセンターが提供する1年生向け授業

• メディア授業科目
– 全15回をLMSを通じて授業配信

• 講義動画（Youtube）
• フォーラムでの議論
• 演習課題 等
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LMSでの利用状況確認
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リテンション管理
• 締め切り遅延
• 成績
• アクティビティ
• アクセス

で、学生の状態を
モニタできる機能。
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標準レポート機能
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標準レポート機能
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学生活動概要のレポート例
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活動レポート機能
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2021年度のコースへのアクセスログ
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種類 アクセスログ数

コンテンツ
（講義動画・資料等） 4894

掲示板 3527

課題 433

Eメール 103

小テスト 102
連絡事項

（教員からの案内） 66

• 受講者数：1年生 22名
• 対象ログ：2020/9/28〜2021/1/31



コース内の活動時間
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本授業の受講生は、昼に講義ビデオや
フォーラムでの演習課題に取り組む学生が
多い



コースを超えるログ分析
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LAに向けての課題
• LMSのログだけで不足する
• 各種サブシステムからのログも収集する必要がある。

（ビデオの視聴記録、プログラミングツールの利用ロ
グ）

• サブシステムごとに、データ収集の方法が異なる
• これらの違いを吸収して一元的にログデータを管理でき

るLRSの構築が必要
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LAのためのシステム全体図

授業支援システム
CLE

ECHO360

Zoom

Teams

Blackboard 
Collaborate

EdStem

学務情報システム
KOAN
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履修情
報連携

Youtube

Learning Record 
Store

SQL?

API

API

API

API

API

調査中

可視化ツール、

ダッシュボード
カスタムビデオ
プレイヤーによるログ収集



Echo360 Reporting APIの例
• REST API で、ビデオ視聴記録（30秒ごとの記録）、質

問記録、ビデオへの反応などの記録がダウンロード可能
• 現時点では最長7日間分のデータを1年前までさかのぼっ

て取得可能
• CSV形式のデータが取得可能で、Excel, Tableau, など

で解析可能
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Echo 360 利用状況
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まとめと今後の課題
• LMS標準機能を利用した教員レベルによる学生モニタリ

ングはできるが、普及にはFDが必要
• 本格的なLAのためには、LRSの整備と可視化ツール、

ダッシュボードなどの導入が必要
• LRSへのアクセス権限や、データ利用のための許諾等に

ついての議論が今後必要
• APIに関する情報等を共有できると嬉しい。
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